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RRRCCCMMM ももも参参参加加加しししててて安安安全全全利利利用用用点点点検検検ををを実実実施施施しししままましししたたた 

鶴見出張所   技術係長 髙橋 光信 
新横浜出張所  技術係長 前田 桂子 
田園調布出張所 出張所長 足立 誠 
多摩上流出張所 技術係長 澤村 絢子 
相模出張所   技術係長 勝見 圭佑 

 
また、占用調整課のＲＣＭ担当が変わりました。 
占用調整課 山口 治男 が担当いたします。 
 
     どうぞよろしくお願いいたします。 

春の大型連休は季節もよくなり、河川

の利用者が増えるときです。 

そこで、京浜河川事務所では、連休前

に堤防をはじめとする河川管理施設の

「安全利用点検」を行い、安全性を確

保しています。 

今年は 4月 8日～18 日に行いました。

 

例年、各河川の市民団体等、一般の方々にも参加をお願いして

事務所職員と一緒に点検を実施しています。これは、河川管理

者とは異なる視点での点検が時に有効な事があるからです。 

鶴見川上流・下流分科会のＲＣＭの皆様にも参加いただきまし

た。お疲れ様でした。 

点検風景（鶴見川・生麦付近） 

堤防及び護岸（平場）のひび割れや陥没が

ないか、安全性の観点からチェックします。

 

444 月月月期期期ののの人人人事事事異異異動動動がががああありりりままましししたたた。。。RRRCCCMMM 関関関係係係部部部署署署ののの新新新任任任者者者ををを紹紹紹介介介しししままますすす。。。 

二ヶ領せせらぎ館付近

点検風景（鳥山川・新横浜付近） 

ＲＣＭ：住民のボランティア活動の一環として、河川管理の支援をしていただくことを目的に創設された制度です 
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管轄区間 登録人数 報告人数 報告件数

鶴見川下流 5人 1人 1件

鶴見川上流 4人 0人 0件

多摩川下流 9人 0人 0件
多摩川中流 9人 1人 1件
多摩川上流 6人 1人 1件
相 模 川 5人 1人 1件
浅 川 10人 1人 1件
合 計 48人 5人 5件  
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管轄区間 登録人数 報告人数 報告件数
鶴見川下流 5人 3人 1件
鶴見川上流 4人 3人 6件
多摩川下流 9人 4人 3件
多摩川中流 9人 3人 4件
多摩川上流 6人 4人 4件
相 模 川 5人 3人 12件
浅 川 10人 4人 22件
合 計 48人 24人 52件 
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RCM 事務局より 
新年度、新学期となり、街の中は真新しいスーツや制服姿のフレッシュな人たちが目につきます。みんな、それぞれに新たな 
目標を持って頑張っているんでしょうね。この気持ちはいつまでも忘れずに、持ち続けてもらいたいです。 
私も４月から RCM の事務局を担当させていただくことになりましたので、気持ちを引き締めて業務を行って行こうと思います。 
皆様よろしくお願いします。 
また、７期の任期が６月末で終了しますので、８期の募集を行います。是非御応募下さい。 
                                                                  RCM 事務局 山口 

（事務局より） 

工事見学お疲れ様でした。堤防の耐震

工事は防災上とても重要な工事です。 

沿川の皆様にはしばらくご不便をおかけ

しますが、よろしくご理解のほどお願いい

たします 

・鶴見川堤防耐震工事見学会に
参加 

 
参加者（9 名）はヘルメットをかぶ

り、鶴見出張所及び工事現場の方よ
り説明を聞いた後、工事現場へ向か
い、工事概要（施行順序、工法の特
徴等）を聞く。 

本工事は鶴見川左岸 1.9k～2.05ｋ
付近において地震時の液状化対策
として地盤改良を施工し、堤防の耐
震対策を行っていることを知った。 

普段何気なく歩いている堤防の地
下でも対策が施されていることを学
ぶことができた見学会であった。 

今年も咲きました。 

（横浜市鶴見区） 

鶴見川下流分科会 Ａ様


